
地球環境科学研究科　生物圏環境科学分野主催 ミニシンポジウム 参加自由

11月15日 (金)
10:15〜12:00

会場：A202教室 (アカデミックキューブ)

開会挨拶

10:15〜10:20
第１部

10:20〜10:50
第２部
10:50〜11:20

第３部
11:20〜12:00

第１部 「DNAから解き明かすクワガタムシの進化」
東京大学大学院農学生命科学研究科 特任研究員   上木 岳 氏

第２部 「オオクワガタを通して考える“環境”とは何か」
東京都在住   菊池 愛騎 氏

第３部 「昆虫と自然環境の今」
東京大学大学院農学生命科学研究科 特任研究員   上木 岳 氏

東京都在住   菊池 愛騎 氏
 立正大学大学院地球環境科学研究科  修士 １年   齋川 和宏

身近なクワガタムシの過去と現在

虫好きと考える今の自然環境
クワガタムシのご研究をされている上木岳氏、「オオクワガタに人生を懸けた男たち」に登
場する「森のケモノ・キクリン」こと菊池愛騎氏のご両名に、昆虫とくにクワガタムシと現在

の自然環境について熱く語っていただきます！




